
保育の実践力につながる「表現」授業のあり方に関する一考察
―造形表現の模擬保育を通した学生の学び―

A Discussion on the Significance of Expression Classes Designed to Cultivate Practical Nursery
Education Skills : Students’ Learning through Mock Nursery Classes on Formative Expressions

栗 山 誠 ＊

Abstract

This study examined the roles of lessons designed to cultivate students’ ability to engage in
nursery education practices through mock nursery classes on formative expression activities and
discussions on the observations with focuses on the students’ willingness and awareness. The findings
revealed that, in the mock classes, the students were exposed to multifaceted experiences linked to
practical nursery education skills. In other words, they have developed the practical attitude to flexibly
respond to children’s statuses by facing the reality that nursery education does not go as they initially
envisage. Also, through the live experience of observing children expanding and engaging in activities,
the students seemed to have understood the importance of formative activities, which prioritize the
expression process, in the nursery education practice. Because such learning and awareness are given
priorities in the lessons focusing on the teaching method in nursery education, the study confirmed the
importance of continuously deepening the contents of mock nursery classes in the future.
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⚑．背景と課題

幼児期の子どもたちの造形活動過程では様々な試
行錯誤や発見、自己実現、他者とのコミュニケー
ションなど、子どもにとって豊かな育ちの機会や学
びが詰まっている。保育者は子どもが感じたことや
考えたことを自分なりに安心して表現できるよう、
環境設定や援助を行う必要があり、そのためには、
自ら実践したことを常に振り返りながら子ども理解
と保育の質を高めていくことが求められている。

実際に、2017年に改定（改訂）された⚓法令（幼
稚園教育要領・保育所保育指針・幼保連携型認定こ
ども園教育・保育要領）では、各施設あるいは保育
者が、子どもの育ちや保育のねらいに基づき計画

（Plan）を立て、保育実践（Do）し、そして実践を
振り返り、子どもの様子や改善点を確認し、「幼児
教育において育みたい資質・能力」「幼児期の終わ
りまでに育って欲しい姿」の観点などを参考にしな
がら評価や子どもを理解する（Check）ことにより、

環境設定や保育内容を改善（Action）してさらに質
の高い実践を実現させるという流れが大切にされて
いる。このような PDCA サイクルを各施設または
個人レベルで確立し、改善し続けることで保育の実
践力1)が向上し、保育者としての専門性を高めるこ
とにつながることが期待されている。

さて、大学における保育者養成の授業、特に保育
内容や指導法に関する演習授業でも、学生が子ども
の発達を理解した上で、現場の保育実践に少しでも
対応できる学びの工夫が期待されている。その一つ
の方法として、授業においても PDCA サイクルを
導入して、学生が実践したことに対して保育の視点
で自ら省察する姿勢を身につけることが、将来、現
場に出て実践を行う際に有効であると考える。また
こうした自己省察の態度を身につけることは、生涯
学び続ける力の基礎となると思われる。

造形的な表現活動においては、単にかく・つくる
活動に関する知識や技能を修得するだけではなく、
子どもの発達や様々な保育理論と重ねながら、実際
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の保育の中で造形的なスキルを活かし、子どもの育
ちを支援できる深い学びが必要になってくる。特に
造形表現の「過程」に注目して育ちを支援する力を
つけることは、この領域にとって重要な課題であ
る。なぜなら、造形領域においては、他の表現活動
と異なり、活動結果としての「作品」や「痕跡」が
目に見える形として残るのが特徴であり、この見え
る部分にのみに注目してしまうと子どもの育ちが見
えてこない場合が多い。つまり、モノに関わる活動
過程で子どもは、探索、試行錯誤、発見、イメージ
活動、モノや他者との対話などを体験し、驚きや喜
びなどの感情を持って充実した時間を生きている。
そこにいる子どもはまさに表現する姿といえるが、
そうした過程の体験は後に残る「作品」や「痕跡」
からは見えにくいのである。かく・つくる活動が、

「作品主義」に陥るのは、こうした表現過程を軽視
することに由来する。したがって造形の保育の中で
は、表現の「過程」で子どもの体験がどのような育
ちにつながっているのか注目し、そのためにどのよ
うな援助がいるのかといった、自己省察の観点が必
要である。

⚒．目的

本研究では、保育者養成としての「表現」授業に
おいて、学生が授業内容を理解し、できるだけ保育
実践に即応できる力を身につけるためにどのような
授業のあり方、工夫が必要であるかを検討しようと
するものである。その研究の一環として本論では、
表現領域の中でも特に造形表現に関する授業の中
で、学生相互の模擬保育を実施し、PDCA サイク
ルをモデルとした自己省察による主体的な学びと保
育の実践力について考察することを目的とする。特
に表現過程を大切にした造形活動の保育の実践力に
つながる学びや体験がどのようにあらわれてくるの
かを、まずは整理することを本論の目的とし、今後、
理論と実践の融合を目指した授業改善にむけた研究
につなげていくこととする。

⚓．研究の方法

本研究の大きな流れとしては、学生による教材研
究と模擬保育実践の後、⚔種類の振り返りを行い、
そこで学生がどのようなことを学び、保育の実践力
にどのようにつながっていくのかを考察する。具体
的には下記のようである。

（⚑）模擬保育の形式
これまでも教員・保育者養成系大学における模擬

形式の授業で、学生の学びや意識変化を調査した研
究は多く発表されている2)が、表現領域、特に造形
活動を中心にした模擬保育を対象とした研究は少な
いといえる。本論における模擬保育の形式は、中川
香子・青木宏子3)が保育内容「表現」の授業で積み
重ねてきた「造形まつり」形式を若干変更し、学生
の学びをより可視化するために模擬実践のルールや
振り返りの手続きを詳細に設けたものである。

手順としては、学生⚕～⚖名がグループを組み、
材料・教材研究を行い、共同で計画を立て、模擬保
育実践を行うというものである。本論で調査対象と
する2018年度の授業では⚑クラスの中に10グループ
をつくった。実践は⚒コマ分の授業時間（90分×⚒
回）を確保し、それぞれ半数グループが保育を行い、
残りのグループが子ども役になった。保育時間は20
分と限定し、子ども役は自由にどこかの保育（グ
ループ）に参加することとした。⚑回目の保育（20
分）後、子ども役の学生は別の保育（グループ）を
体験し、⚑コマの授業中で⚓つの模擬保育を体験で
きるようにした。一方、保育者側のグループは、こ
の⚑コマ授業の中で同じ保育を⚓回繰り返すことに
なり、その間、メイン保育者や補助保育者をメン
バー内で交代し、保育する側も様々な体験ができる
ようなシステムにした。第⚒回目の授業（別日）で
は、保育者役グループと子ども役グループがが入れ
替わることにした。

（⚒）模擬保育の実際
各グループの保育テーマは、かく、つくる、造形

遊びなどから自由に選ぶこととした。学生には、作
品を完成させることが目的ではなく、幼稚園教育要
領・保育所保育指針・幼保連携型認定こども園教
育・保育要領等のねらいや内容に即して、子どの育
ちに目を向けたものにすることを指導した。つま
り、子どもが興味に基づいて活動過程を楽しむこと
ができ、試行錯誤を体験し、個性を出せる内容の保
育展開を考えることを伝えた。対象年齢は幼児（⚓
歳～⚖歳）が楽しめる内容にした。

なお、この模擬保育プログラムの前に、学生は教
師が提供する様々なタイプの保育について資料や演
習を通して学び、指導案の内容についても学習して
いる。したがって、ねらいと保育との関連につい
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て、ある程度把握できる力がついている段階で、こ
の模擬保育を組み立てるという流れがある。ただ
し、今回の模擬保育では、具体的に一般的な指導案
まで作成することはせず、「対象年齢」「子どもの育
ちを意識したねらい」「当日の準備物」「環境構成・
配慮事項」「指導のポイント」「内容と手順」を含め
た自由な形式の計画書（図⚑）をグループで⚑枚作
成することとした。

（⚓）材料・教材研究について
造形表現に関する保育を組み立てる上で材料研究

をし、試作品を作る体験は欠かせない。本来、保育
現場においては、子どもの遊びや発達状況、季節や
行事の流れを読みながら、保育の課題やさらに深め
たい内容を鑑みて、ねらいや保育内容（教材等）を
考えていく。しかし、本授業においては、その前提
は省略し、とりあえず子どもの様子を各自イメージ
しながら、かく・つくる活動を通した保育内容を構
想することにした。学生には書籍資料など様々な情
報を元に、各自が設定する年齢に合った形で素材研
究をし、子どもが実施することを想定して試作をし
たり環境構成を考えたりする時間を設けた。目標と
して試作品や教材研究を⚕種類以上行うことを伝
え、作業行程や試作した物を A⚔用紙に簡潔に記
録させた。そして、各個人が試作や教材研究したも
のをグループで持ち寄り、グループで一つ代表の教
材テーマを選出し、それを模擬保育としてどのよう
に展開していくのかグループワークで話し合った。

（⚔）調査の具体的な方法
本研究は2018年度保育内容「表現Ⅱ」の授業で、

筆者が担当する⚒クラスを対象（受講学生89名）と

し、90分×⚗回分の時間を使用し材料研究と模擬保
育の実践を行い、振り返りの時間をつくった。振り
返りは次の⚔つの側面から行った。①ルーブリック
による活動の自己評価、②子どもの立場で参加した
模擬保育で気づいたことを感想シートに記述、③ク
ラス全体でのグループごとの発表と共有、④自分の
グループの模擬保育実践の体験と子ども役で参加し
た学生からの感想シートを参考にした自己省察レ
ポート作成、以上である。この中で、②と③で考察
されたことは、④の自己省察レポートに反映されて
いるので、本論では以下、①と④を分析して造形表
現に関する保育実践につながる学びについて調査
し、授業のあり方を考察する。

⚔．振り返りからの調査と結果

（⚑）模擬保育実践への関わりの態度、意欲（ルー
ブリックを使って）

①調査の概要
今回の模擬保育プログラムの目的は子どもに造形

活動や造形表現の楽しさを伝える工夫をすることを
通して、保育計画、教材研究、環境構成、援助など
について体験的に学ぶことである。まず、学びの内
容を調査する前に、学生はこのプログラムにどのよ
うな態度・意欲で関わることができたのかを確認す
ることにした。そのために資料⚑の自己評価ルーブ
リックを作成した。本来ルーブリッックは、学生自
身が自己の態度や意欲を自己の基準で確認し評価す
るものであり、学生の学習状況を客観的に捉えるこ
とは難しいと考える。本研究においては、あくまで
も意識調査として活用出来るものであると捉えた。
縦軸は模擬授業で学生が体験する項目で、【A. 個人
の材料研究】【B. グループでの材料研究】【C. 模擬
保育実践】【D. 保育内容計画の作成】【E. 子どもの
視点で分析】を設定した。横軸は目的に沿った態度
や学びがどのくらい実現し、深められたのかを段階
的に表した尺度を示している。

②結果と考察
ａ．材料研究（個人研究／グループ研究）

学生は個人での材料研究をどのくらい深められた
かという意識調査（表⚑）では、情報収集するのみ
が19％、試作をして新たなスキルを獲得したとする
ものが57％、さらに、オリジナルの教材開発ができ
たという学生は24％と高い割合になっている。これ
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図⚑ 自由な形式の保育計画書



に関しては、素材研究の時間を90分×⚓コマ分確保
し、各自が書籍などの情報収集にとどまらず、具体
的な材料に関わりながらの試作研究が十分でき、試
行錯誤の過程を楽しめたことが要因として考えられ
る。

また、グループで一つ選出した教材を、実際の保
育の視点、子どもの視点で練り上げていくという作
業においては、全員が、友達と共同して取り組むこ
とができたとしている（表⚒）。さらにその半数が、
仲間の表現に対して受容・共感・賞賛の姿勢を持つ
ことができたとしている。こうしたことをみると、
お互いが情報交換、意見交流をしながら一つの目標
に向かって保育を作っていく過程をグループワーク
によって体験できたと自覚していることがうかがえ
る。

ｂ．模擬保育実践
子どもの興味関心を考えた上で目的に沿った実践

ができたと答えたのは98％であった（表⚓）。その
中で約半数の学生が、活動過程において柔軟に内容
を展開することができたと答えた。計画通り実行す
るのではなく、子どもの様子を見ながら対応を調整
していく姿勢は保育の実践力につながると考えられ
る。

ｃ．保育内容計画の作成について
今回はグループの共同作業で一つの保育を組み立

てるとともに、簡単な自由形式の計画書を作成し
た。そこで援助のポイントや準備の詳細について他
者も活用できるように書くことができたと感じた学
生は38％であった（表⚔）。半数近くは、とりあえ
ず保育内容と流れのみを書いたという意識である。
本授業では保育内容の把握と展開、援助について学
ぶことが主目的であるので、指導案作成について
は、他授業との連携をさらに図っていく必要性が示
唆された。

ｄ．子どもの視点／子ども役でどのように関わった
か

子ども役になって模擬保育を受けた時、40％の学
生は、自分が参加した保育にについて、その援助・
指導の課題を指摘できると回答している（表⚕）。
さらに全体の37％の学生は改善点を提案できると答
えた。この結果は、模擬保育は、子どもの視点で保
育を受ける側に立った時にも、保育実践力につなが
る多くの気づきが得られる可能性があることを示し
ている。
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表⚑ 個人による材料研究がどこまで深められたか

評価 素点→ 5 4 3 2 1

A. 材料研究
（個人研究）

どこまで深められた
か

〈右〉にプラスして、
時間をかけて試行錯
誤する過程を十分に
楽しんで取り組むこ
とができているとと
もに、自らのオリジ
ナル性を見いだすこ
とができる。

時間をかけて様々な
情報を探索し、試行
錯誤することができ
る。失敗を恐れず、
新しい技術や手法を
獲得することができ
ている。

情報収集はするが、
具体的に素材に関わ
ることが少ない。こ
れまでの自分にとど
まっている。

情報収集をすること
に消極的である。ま
た素材に関わること
に消極的で、これま
での自分にとどまっ
ている。

取り組んでいない、
発表していない。

人数（％） 21人（24％） 51人（57％） 17人（19％） ⚐人 ⚐人

表⚒ グループによる材料研究がどこまで深められたか

評価 素点→ 5 4 3 2 1

B. 材料研究
（グループ研究）

どこまで共同で深め
られたか

〈右〉にプラスして、
仲間の表現に対して
受容・共感・賞賛の
姿勢を持つことがで
きている。

仲間と十分協働して
取り組んでいる。

仲間の表現に対して
十分開いていない。
あるいは、仲間と十
分に協働して取り組
めていない。

仲間と協働ができて
いない。

取り組んでいない、
発表していない。

人数（％） 48人（54％） 41人（46％） ⚐人 ⚐人 ⚐人



（⚒）学生の気づきと保育の実践力について考察
（自己省察レポートから）

ここでは、自己省察レポートから、学生が模擬保
育をする中での気づきや学びを明らかにし、実際に
造形活動の保育をするときの実践力にどのようにつ
ながっているのかを考察する。もし実践につながる
ような気づきを体験しているようであるなら、この
模擬保育は学生にとって有効であるということにな
る。自由記述に書かれている文面のうち、材料研究
から模擬保育実践まで学生が体験するそれぞれのス
テージごとに、どのような気づきがあったかをまず
は一覧表に整理した。資料⚒は紙面の都合上、その
一部を取り上げ、項目別に数件ずつ記載したもので
ある。以下、それぞれの場面の振り返り・気づきと、
保育の実践力の関連について考察していく（①～
⑧）。①材料研究の中での気づき、②模擬保育への
準備段階での気づき、③環境設定／時間配分につい
ての気づき、④環境設定／材料の種類と分量、配置
についての気づき、⑤導入での気づき、⑥活動過程
での気づき、⑦活動後の振り返りの気づき、⑧模擬

保育の効果について。

①材料研究の中での気づきからの考察
学生は試作をする中で、子どもの視点から道具や

材料を見直す体験をしていた。かく・つくるといっ
た造形的な保育では必ず、道具や材料を扱う場面が
出てくるといえるが、学生にとっては当たり前にで
きる「ハサミの扱い」でも、幼児期の子どもによっ
ては「難しい道具」になることもあり、さらにそれ
が原因で造形表現に消極的になる可能性もある。し
たがって子どもの視点で道具について考えること
は、実践をする上で常に意識をしておくべきことで
ある。

また、学生が参考にした書籍などの資料にはサン
プル画像や作り方など書かれたものが多いが、学生
は面白そうと思っていざ試作をするのであるが、ほ
とんどの学生が「思ったより難しい」という感想が
書かれていた。試作をする中で、イメージ通り行か
ず失敗をすることがあるが、それがかえって、「工
夫する」ことにつながることに気付いたり、自分ら
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表⚓ 模擬保育実践 どのような実践ができたか

評価 素点→ 5 4 3 2 1

C. 研究発表
（模擬保育実践）

どのような模擬保育
実践ができたか

〈右〉にプラスして、
模擬保育に参加する
学生（子役）との対
話の中で、興味・関
心を大事にしながら、
柔軟に内容を創造的
に展開できている。

グループで設定した
模擬保育の「目的」
に沿った実践ができ
ている。また子ども
の興味・関心を大事
にしている。

グループで設定した
「目的」と模擬保育の
内容がかけ離れてい
る。

研究発表に参加した
が、積極的に取り組
めていない。

取り組んでいない、
発表していない。

人数（％） 30人（34％） 57人（64％） ⚒人（⚒％） ⚐人 ⚐人

表⚔ 保育計画書 どのような指導計画であったか

評価 素点→ 5 4 3 2 1

D. 保育内容計画
（レシピシート）

指導計画の書き方は
どうであったか

〈右〉にプラスして、
レシピシートの内容
が楽しく有意義で、
十分に活用できるレ
ベルである。

材料研究で学んだこ
とを踏まえ、チーム
で協働しながら、レ
シピシートが作成で
きている。

チームで協働してい
るものの、材料研究
で学んだことが十分
に踏まえられていな
いレシピシートに
なっている。

チームでの協働が不
十分であり、完成度
が低い。

未提出。

人数（％） 34人（38％） 44人（49％） 10人（11％） ⚑人（⚑％） ⚐人

表⚕ 子ども役としてどのように関わったか

評価 素点→ 5 4 3 2 1

E. 子どもの視点／子
ども役になって
子ども役としてどの
ように関わったか

〈右〉にプラスして、
援助・指導の課題が
指摘できるとともに、
改善策を提案できる。

模擬保育に積極的に
参加し、子どもの視
点から、援助・指導
の課題が指摘できる。

子ども役として模擬
保育に参加し、保育
者の援助・指導のも
とで活動ができる。

模擬保育に参加はす
るが、何のために行
なっているのか目的
を見失い、受身的で
ある。

模擬保育に参加して
いない。

人数（％） 33人（37％） 36人（40％） 20人（22％） ⚐人 ⚐人



しさをどこで発揮できるのかを考えたりすることが
できた。そして、材料研究は、子どもが安心して自
己表現できるために必要であることを感じる学生も
多くいた。その他、多くの子どもを対象に材料を準
備する際に、身近にある材料（生活廃材）を利用す
るという発想や、材料費の節約への関心など、現場
目線でこの模擬保育を体験できていることが明らか
になった。以上、学生は材料研究をする中で、こう
した道具や材料に関する保育の実践力を身につける
可能性があることが分かった。

②模擬保育への準備段階での気づき
実際に保育をする前には、準備やシミュレーショ

ンが必要である。この段階においても、実践力につ
ながる気づきが多く見られた。どのような子どもが
参加するのか、その日の子どもの気分はどうなのか

（不機嫌、眠いなど）を含めて、導入の内容を考え
ることを意識したという記述が見受けられた。これ
は、子どもの状況にあった保育を柔軟に展開するた
めの心構えとして重要である。保育者の一方的な保
育ではなく、状況や子どもの様子を見ながら関わっ
ていくことが、表現過程を大切にすることにつなが
る。そして子どもが個性を出せるように、どのよう
に材料を提供するのか、年齢にあった方法は何なの
か、興味、関心に沿った保育の流れを作るにはどの
ような言葉がけが良いのかなど、活動過程をイメー
ジしながら前もって考えておくことは子どもの活動
を充実させる上で重要なことである。

③環境設定／時間配分についての気づき
実際の保育時間は限られている。その時間の中

で、指導案に沿った保育内容を展開させていくため
には、どこで時間を十分に確保し、ねらいを効率的
に達成するためにはどこまで材料を保育者側で整え
ておくのか、といった、具体的な時間計画と準備が
必要である。学生は模擬保育を構想、実践する中
で、こうしたことを悩み、結果的にイメージ通りに
できたグループもあれば、この難しさを課題として
取り上げているグループもあった。また、実際の保
育現場でもよく見られるが、作業ペースの違う子ど
もが混在する場合、どのように対処するのかといっ
た問題にも学生は遭遇している。早く作業が終わっ
た子どもが退屈しないように、またゆっくりペース
の子どもの時間を尊重しながら、実際の現場保育者

が抱える課題を学生もこの授業で体験していること
がわかった。

④環境設定／材料の種類と分量、配置についての気
づき
材料の準備を万全にしたものの、それを置く場所

によって、子どもの活動の方向性が変わるというこ
とに気づいたという記述が見られた。やる気がある
子どもでも道具が手に届かないところに置かれてい
たグループでは、それを反省し、端に座った子ども
もすぐに取れるように再配置したという。物的環境
や配置を意識することは、子どもが主体的に活動す
るための重要な観点である。またコーナー保育の環
境設定を行なったグループは、子どもの興味に沿う
活動ができたが、保育者側の人数が少ない場合、一
人一人に寄り添うことが難しいことが判明したとい
う。コーナー保育の利点や課題について気付くこと
ができたといえる。さらに材料の分量に関して、数
人の学生の気づきとして、子どもの目の前にたくさ
んの材料を置く方が自由に作ることができると思っ
ていたが、かえって作業を戸惑わせることになった
ことが書かれていた。場合によっては、材料を限
定、指定する方が、子どもは表現しやすいこともあ
るという、実際の保育の中で議論されることも、こ
の模擬保育で体験していることがわかった。

⑤導入についての気づき
導入では趣向を凝らした様々な工夫や実践が見ら

れた。歌や手遊び、絵本を取り入れたり、帽子をか
ぶったりするなど保育の雰囲気を工夫することで子
どもの興味や関心を引き出すことに成功していると
ころが多かった。また、保育者役は一方的な話題の
投げかけではなく、子ども役に質問や対話をしなが
ら楽しい雰囲気を醸し出すことを試みている場面も
見られた。かく・つくる活動の保育では子どもの興
味・関心に沿って保育が進むように、導入部分を
しっかりと考えておくことにより、その後の保育の
展開が変わってくるということについて、全グルー
プが実践を通して実感したと思われる。

また、子どもの前に立つ保育実践者として、緊張
感や不安を感じたという記述も少なくなかった。保
育を任された責任や、保育が計画通り進むかどうか
という心配は、実際の保育者も感じることではない
だろうか。友達同士で行う模擬保育の中でも、保育
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者役と子ども役の立場をわきまえたロールプレイン
グが効果的に行われていることがわかった。

⑥活動過程の子どもへの配慮や気づき
活動過程では、子どもにわかりやすく伝えるには

どうしたらよいのかを悩みながら保育を行なったと
いう学生が多かった。実際に保育をして初めて、目
の前の子どもに伝えるべき内容が伝わらないという
事実から、伝え方の工夫が始まる。ある学生は、そ
の対処法として、子どもに寄り添うことの効果につ
いて言及していた。ある学生は、見本の示し方の工
夫により伝わりやすさが変わることに気づいたよう
でる。

また、子どもの表現したい意欲を高めるためには
どうしたら良いのかという、保育現場でも課題とな
ることが記述の中でも多く述べられていた。例え
ば、活動中の声かけの重要性や、保育者のオーバー
リアクション、パフォーマンス性の必要性に気付く
学生がいた。また声かけのタイミングについて考え
たという感想もあった。さらに、子どもが自分で
作ったもので遊ぶ時間を確保するなど、活動後の子
どもへの関わりも大事にするべきであるという学生
もいた。

その他、子どもに直接指導する場面になり予想外
のことが起こり、自分の材料研究不足や、グループ
担当者間の打ち合わせ不足に気づいたという反省記
述も多く見られた。これらのことは正に保育場面で
直面する課題と重なるといえる。

⑦活動後の振り返り／保育改善への気づき
画用紙や素材を子どもに渡すとき、特定の色のみ

を渡すのではなくて、色を選んでもらうことによっ
て子どもは楽しめたという感想が多くみられた。保
育者役の学生は子どもの個性がでるように素材を選
ぶ際に選択肢をつくったが、その選ぶ行為は、子ど
もの主体的な活動を促すことにもつながっていた。

また保育者側として、子ども側から予想外の発想
や展開が見られたことに驚いたという感想も多く
あった。保育者は予測される子どもの姿と活動をイ
メージして保育実践を行うのだが、子ども自身が想
定外の行為をしたり、アイディアを広げていくこと
が、保育の展開そのものを方向付けていくライブ感
を感じたのではないだろうか。その場が楽しく、自
己表現をしやすい環境であったと保育を振り返る記

述もあった。さらに子どもにとって難しい作業も
あったが、でき上がったときの笑顔を見たとき、「達
成感」の意味がよくわかったという感想もあった。
簡単な作業では子どもは楽にできるかもしれない
が、敢えて試行錯誤する機会を活動過程に入れてい
くことは、子ども自身の気づきや学びを大切にする
ことにつながり、それが達成感に関わっていくこと
を学生は体験したと思われる。

保育者グループとして満足のいく保育ができな
かったところは、振り返ったときに、子ども自身が
主体的になる行程が少なく、子どもの個性が発揮で
きていないことに気づいた。こうした援助や環境設
定に関する気づきは実際に模擬保育を行って初めて
体験できるものであると思われる。

⑧模擬保育の効果について
学生は実際に模擬保育を体験して、目の前に様々

な状況（性格、スキル、体調、年齢、気分、ペース
など）の子どもがいる現実に気づいた。そこで保育
者は保育計画をしてそれを実行していくという単純
なものではないことを学んだと思われる。学生自身
の記述では、「進め方や伝え方、材料の選び方など
参考になり、また課題も見つかった。実習では子ど
もたちの成長につながるような保育がしたいです」
と書かれているとおり、多くの学生にとって、子ど
もの育ちにつながる視点を持つことができたのでは
ないだろうか。また子どもの造形活動に正解はない
ことがわかり、「様々な方法を試してみたい」「今回
の反省を生かして、ワクワクできる展開を考えた
い」という、今後に向けた見通しや意欲も感じられ
るものもあった。

そして、保育後に、ねらいについて吟味し、子ど
もの活動や状況にあったねらいを再設定したグルー
プもあった。こうしたことは、PDCA の循環にお
いて、さらにより質的に高まる保育を考えていく態
度につながると思われる。

⚕．まとめ

本稿では、学生が保育実践に対応できる力を身に
つけるための授業のあり方を検討する中で、造形活
動の模擬保育実践を通しての学生の意欲と気づきに
注目した。意欲については、ルーブリックによる意
識調査によると、材料研究、グループワーク、模擬
保育において、多くの学生が意欲的に取り組んだこ
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とがわかった。保育計画については、保育実践を重
視する本授業の中では詳細な指導案の指導時間を取
ることができないので、学生にとっても難しく感じ
たところがあると思われる。他授業との連携の必要
性があることが明らかになった。

次に模擬保育を通しての学生の気づきからは、保
育の実践力につながる多面的な体験ができているこ
とが明らかになった。体験を通して学生は、思い通
り行かないという、当たり前の事実に直面し、戸惑
い、子どもの様子や全体の状況に臨機応変に対応せ
ざるを得ない姿が多く見られた。保育の導入では一
方通行の指導ではなく、子どもとの対話の重要性を
知り、活動過程では意識的に子どもに寄り添うこと
の必要性に気付く学生もいた。そして子ども自身が
活動を広げ進めていくというライブ感を体験するこ
とにより、子どもの表現過程を大切にした造形の保
育について認識する機会を得たのではないかと思わ
れる。実践力とは、すぐに何か答えを出すことでは
なく、常に状況を察知しながら、その都度、目の前
の問題に対処していくという構え、姿勢であるとす
るならば、今回授業に取り入れた模擬保育では、学
生にとって保育の実践に向けた多くの力につながる
体験ができたと思われる。

総じて、模擬保育を授業に取り入れることによ
り、実践力につながる学び、本論では特に活動過程
を大切にした造形保育の学びを学生が体験できてい
ることが明らかになったといえる。

2017年に策定された教職課程コアカリキュラム
（文部科学省)4)では、保育内容の指導法に関する科
目の全体目標に「幼児の発達に即して、主体的・対
話的で深い学びが実現する過程を踏まえて具体的な
指導場面を想定して保育を構想する方法を身につけ
る」ことが明記されている。そして、到達目標の一
つとして、「模擬保育とその振り返りを通して、保
育を改善する視点を身につけている」ことが書かれ
ている。今回、学生の自己省察レポート内容からの
考察では、上記の目標についてはおおよそ達成され
たと思われる。ただし、限られた時間で全員が十分
な活動ができたかどうかは不確かである。今回は学
生の学びの内容が明らかになったので、今後はそれ
がどのくらいの割合で達成されているのかを分析
し、学生一人ひとりの自己省察を通した成長を援助
できる授業形態を目指したいと考える。
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資料⚑ 自己評価ルーブリック
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資料⚒ 学生の気づき（自己省察レポートからの抜粋）
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業（⚒クラス）を担当することになり本研究に至っ
た。

4）文部科学省：教職課程コアカリキュラム，教職課程
コアカリキュラムのあり方に関する検討会，2017年
11月17日，p. 8
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